
ナノ空間の活用 ーガス分子をナノ空間で捕まえる－ 

ナノ空間とは？ →  一辺が1 nm程度の部屋、あるいはトンネル  
                                   = 原子数個分が入れる程度の広さ 

でも、こんな材料どうやってつくるの？？ 

窒素分子 

分子に見合った大きさの空間を用意することでフリーダムな分子を捕まえることができる 

気体分離技術の最後の難関 

窒素  

酸素  

一酸化炭素 

アルゴン 

21世紀はガスの時代 

石炭(産業革命～19世紀) 

石油(20世紀) 

天然ガス (21世紀～) 

CO,CO2 (21世紀後半～？) 

JST ACCELプロジェクト  
「PCPナノ空間による分子制御科学と応用展開」 

既存の技術 (超低温での蒸留) は困難・高コスト 

分離は大変！ 

ナノ空間を使ってガスの分離材料を作っています 

ガス分子はとても小さい 

ナノ空間内では壁面の作用を受けやすく、 
ガス分子にとってとても居心地が良い。 

窒素 

0.36 nm 

0.29 nm 

大人しくしているのが苦手 

水素 

酸素 

0.35 nm 



どうやってナノ空間を作るのか？ －多孔性配位高分子（PCP）－ 

多孔性配位高分子(PCP) 

PCPのここがすごい！  

PCPの将来展望 

約1 nm 金属イオン 

あるガスにだけ 
“扉が開く” 

水素ステーション 
自動車の燃料タンク 貯蔵 

PCPを使えば気体の分離・精製を手頃にできる ようになる！ 

－混ぜるだけでできる－ 

－分離したいガスを選べる－ 

有機配位子 
(金属イオンと結合を作る) 

－ゲート効果－ 

Al / フマル酸 
BasoliteTM A520  Zn / BTB 
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